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　　「大阪市立大学ラグビー部　理念・方針・指針」
1：活動理念
   ・創部の精神 ( 部歌 ) を継承する
   ・ラグビーを通じて社会貢献できる人材を育成する
2：活動方針
-クラブ総和を旨とし -
   ・ラグビーを通じて心技体を鍛え、チームに貢献する
   ・個はチームの為、チームは掲げる目標・理念に向けて邁進する
   ・文武両道を実践する
   ・上部リーグと国公立大学最強を目指す
   ・困難に挑戦する
3：行動指針
   ・礼節を重んじ、規律を遵守する
   ・コミュニケーション力を高める
   ・自主性と向上心を持ち続ける
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　日本代表の躍進に
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　杯日本大会W

（日本が世界ランク当時 1位のアイルランドを撃破）

日本  30                       10 ロシア]]12  -  718  -  3

日本  19                       12 アイルランド]]9   -  1210  -  0

日本  38                       19 サモア]]16  -  922  - 10

日本  28                       21 スコットランド]]21  -  77   -  14

日本    3                       26 南アフリカ]]
 3  -  5

 0  -  21
　

世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
昨
年
、
２
０
１
９
年
に
ア
ジ
ア
で
初

と
な
る
日
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
日

本
代
表
は
自
国
開
催
の
活
気
も
あ
り
予

選
リ
ー
グ
の
厳
し
い
戦
い
も
乗
り
越
え

て
、
見
事
全
勝
を
収
め
、
初
の
ベ
ス
ト

８
進
出
を
成
し
遂
げ
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
で
は
大
会
前
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
だ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

撃
破
し
、
前
回
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出

を
阻
ま
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
も
勝

利
し
涙
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を

果
た
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
今
大
会
優

勝
し
た
南
ア
フ
リ
カ
と
一
回
戦
で
戦
い

無
念
の
敗
退
と
な
っ
た
が
日
本
の
躍
進

に
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
だ
け
で
な
く
日
本

中
が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
大
躍
進
の
年
と

な
っ
た
。

強
国
相
手
に
全
勝



全天候型グラウンド整備プロジェクト

ついに始動！関西公立大初の

人工芝へ
体
育
会
Ｏ
Ｂ
が
尽
力

活
動
を
本
格
化

　

現
在
、
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
市
大
創
立140
周
年
事
業
の
一
環

と
し
て
進
ん
で
い
る
。

　

本
事
業
は
市
大
の
体
育
会
Ｏ
Ｂ
連
合
会
「
Ｏ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ（
ス
ポ
ー
ツ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）」

が
主
体
と
な
っ
て
大
学
側
に
提
案
し
、
夢
基
金

を
利
用
し
て
寄
付
金
を
募
っ
て
い
る
。　

部
活

動
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
の
他
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
ア

メ
フ
ト
部
な
ど
も
利
用
す
る
の
に
加
え
、
授
業

で
も
利
用
す
る
こ
と
か
ら
幅
広
く
寄
附
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
完
成

す
れ
ば
関
西
公
立
大
初
の
設
備
だ
。

　

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
幹
事
長
で
、

Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ
副
会
長
で
も
あ
る
吉
田
祐
一
氏

（
Ｓ
62
年
卒
）
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
る
。

　

実
現
す
れ
ば
市
大
も
夢
の
人
工
芝
を
手
に
入

れ
る
。
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
の
練
習
も
終
わ
り

に
近
づ
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
人

工
芝
に
よ
る
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
完
成
ま
で
に
そ
の
設
備
に
恥
じ
ぬ
、

名
実
共
に
充
実
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
に
成
長
し
た

い
。

Big News!!

グラウンドパース画：工学部建築学科(2020年度卒業生)　高梨和也・太田拓来・坂本慶太 34



実した

　　

充

　

市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
な
ん
と
ラ
グ
ビ
ー
部
単
独
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
存
在

す
る
。
中
に
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
に
ベ
ラ
ン

ダ
も
つ
い
て
い
て
と
て
も
快
適
な
部
室
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
２
階
の
部
屋
で

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
テ
レ
ビ
で
試
合
の
動
画
を
見
な
が
ら
反
省
を
し
た
り
も

で
き
る
。
洗
濯
機
も
あ
る
の
で
練
習
後
に
は
汚
れ
た
服
を
そ
の
ま
ま
洗
濯
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
快
適
な
部
活
動
を
行
う
に
は
十
分
な
設
備
が
整
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
創
部
60
周
年(

１
９
８

０
年
）
にO

B

会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。

　

ま
た
１
０
０
周
年
の
今
年
、O

B

の
寄
附
に
よ

り
畳
だ
っ
た
２
階
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
・
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
の
修
理
・
外
壁
の
塗
り
直
し
と
い
っ

た
大
改
修
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
更
に
部
室
は
快
適
と
な
り
、

充
実
し
た
ラ
グ
ビ
ー
生
活
を
送
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
紙
面
を
借
り
てO

B

諸
兄
に
深
く

感
謝
し
た
い
。

56

クラブハウス



　　　　リーグ戦 ( 関西大学 C リーグ )
VS 流通科学大学 (C11 位 )　　　　   　55〇24

VS 滋賀大学 (C9 位 )   　　　          　76〇0

VS 関西外国語大学 (C5 位 )          　31●33

VS 神戸学院大学 (C8 位 )               72〇0

VS 大阪大学 (C3 位 )     　　　　　　　　21〇17

             二次リーグ ( 上位リーグ )

VS 大阪工業大学 (C2 位 ・ B 昇格 )    10●22

VS 大阪大学 (C3 位 )                   　23●40

VS 甲南大学 (C1 位 ・ B 昇格 )          22●25

　　　　　　　　　4 勝 4 敗 4 位
　　　　　　　　　　入れ替え戦

VS 花園大学 (B9 位 )             　　　　12●29

               

　　　　　　　　　　三商大定期戦
VS 神戸大学 (B8 位 )               　    40〇29

VS 一橋大学 ( 関東対抗戦 B7 位 )     64〇0 

                 　全勝　優勝
 

　　　　　　　大阪府立大学定期戦
VS 大阪府立大学                          17●29

　　　　一次リーグ
VS 流通科学大学 (C11 位 )　　　　   　55〇24

VS 滋賀大学 (C9 位 )   　　　          　76〇0

VS 関西外国語大学 (C5 位 )          　31●33

VS 神戸学院大学 (C8 位 )               72〇0

VS 大阪大学 (C3 位 )     　　　　　　　　21〇17

一
次
リ
ー
グ
突
破

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10
年
振
り
の
BC
入
替
戦
へ

！！

二次リーグ ( 上位リーグ )

VS 大阪工業大学 (C2 位 ・ B 昇格 )    10●22

VS 大阪大学 (C3 位 )                   　23●40

VS 甲南大学 (C1 位 ・ B 昇格 )          22●25

　　　　　　　　　4 勝 4 敗 4 位

あ
と
一
歩
・
・
・

　
　
　
　
　

超
え
ら
れ
な
か
っ
た
壁

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
OB
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

市
大
は
序
盤
か
ら
、
磨
き
上
げ
て
き
た
ア
タ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
で
得
点
す

る
も
、
花
園
大
学
の
強
み
で
あ
る
外
国
人
留
学
生
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
圧

倒
さ
れ
、
前
半
だ
け
で
19
点
差
を
付
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
後
半
は
失
点
の
原
因
を
修
正
し
て
ダ
ブ
ル
タ
ッ
ク
ル
で
相

手
の
強
み
を
封
じ
、
逆
に
市
大
自
慢
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
運
動
量
で
、

最
後
ま
で
花
園
大
学
を
苦
し
み
続
け
た
。
結
果
と
し
て
は
前
半
の
失
点

が
響
き
、
２
９-

１
２
で
敗
北
し
た
が
、
後
半
だ
け
で
は
ほ
ぼ
互
角
の
戦

い
を
見
せ
、
1
年
間
積
み
上
げ
た
も
の
を
存
分
に
発
揮
で
き
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

念
願
の
B
リ
ー
グ
復
帰
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
B
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
相

手
に
通
用
し
た
部
分
も
多
く
、
自
信

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
B

リ
ー
グ
で
戦
う
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル

と
ス
キ
ル
不
足
を
痛
感
す
る
結
果
と

も
な
っ
た
。
3
年
生
以
下
は
こ
の
悔

し
さ
を
忘
れ
ず
、
今
年
は
同
じ
舞
台

で
う
れ
し
涙
を
流
せ
る
よ
う
に
更
な

る
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

2
次
リ
ー
グ
で
は
、
市
大
は
苦
し
い
試
合
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。

初
戦
の
大
阪
工
業
大
学
で
は
、
1
次
リ
ー
グ
で
鍛
え
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
面
で

一
定
の
成
果
を
発
揮
す
る
も
、
細
か
い
ミ
ス
が
重
な
り
敗
戦
。
次
戦
の
大
阪

大
学
戦
は
、
前
半
は
２
０-

１
２
で
リ
ー
ド
す
る
も
、
後
半
に
走
り
切
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
相
手
の
豊
富
な
リ
ザ
ー
ブ
陣
の
投
入
も
重
な
り
、
結
果

と
し
て
は
４
０-

２
３
と
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
の
敗
戦
と
な
る
。
最
後
の
甲

南
大
学
戦
で
は
、
前
２
戦
の
反
省
を
生
か
し
て
、
1
週
間
の
間
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
面
を
強
化
。
2
次
リ
ー
グ
の
中
で
は
最
も
良
い
試
合
内
容
で
は
あ
っ
た

が
、
最
後
で
勝
ち
き
れ
ず
、
２
２-

２
５
で
敗
北
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

市
大
は
、
C
リ
ー
グ
4
位
と
な
り
、
入
れ
替
え
戦
の
相
手
は
B
リ
ー
グ
9
位

の
花
園
大
学
に
決
定
し
た
。

　

今
年
の
リ
ー
グ
戦
は
、
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
の
関
係
で
例
年
よ
り
早
い
9
月
8

日
が
開
幕
戦
と
な
っ
た
。

　

初
戦
で
は
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
次
戦
の
滋
賀
大
学
戦
で
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
面
で
の

課
題
を
克
服
し
、
無
失
点
で
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
第
3
節
の
関
西
外
国
語

大
学
戦
で
接
戦
と
な
り
、
敗
北
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
残
り
の
2
試

合
を
勝
た
な
け
れ
ば
入
れ
替
え
戦
に
い
け
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
次
戦
の
神
戸
学
院
大
学
、
最
終
節
の
大
阪
大
学
の
両
校
に

見
事
勝
利
し
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
は
10
年
ぶ
り
と
な
る
BC
入
れ
替
え

戦
出
場
を
決
め
た
。

78
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17 年越しの ...

伝統の三商大戦
大阪市大/一橋大 /神戸大

　

6
月
30
日
神
戸
大
学
戦
、

前
半
市
大
は
33
ー
5
と
大
き

く
リ
ー
ド
、
神
戸
大
は
後
半

は
7
ー
24
と
追
い
上
げ
る
も
、

そ
の
ま
ま
市
大
が
逃
げ
切
り
40

ー
29
で
勝
利
。

　

そ
し
て
来
る
12
月
21
日
一
橋

戦
、
市
大
は
前
後
半
通
し
て

攻
守
と
も
に
一
橋
を
圧
倒
。

64
ー
0
と
大
勝
を
収
め
、
17

年
振
り
の
三
商
大
戦
単
独
優
勝

を
成
し
遂
げ
、
１
年
を
締
め

く
く
っ
た
。

　

1920 年創部 1922 年創部 1923 年創部

三商大戦トロフィー

三
商
大
戦
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
歴
史

試
合
内
容

　

昭
和
７
年(

１
９
３
２
年)

に
故
矢
頭
宏
之
先
輩(

大
正

11
年
大
阪
高
商
卒)

か
ら
三

商
大
ラ
グ
ビ
ー
に
寄
贈
さ
れ

た
。
氏
が
同
年
11
月
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
に
お
け
る
世
界
選
手
権
を

観
戦
さ
れ
、
そ
の
際
に
購
入

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
製
ブ
ロ
ン

ズ
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
の
事
で
あ

る
。

― ― ――

2019

2018

2017

2016

2015

2014

2013

2012

vs 神戸 vs 一橋 市大 優勝

〇 40-29

〇 45-29

〇 27-26

● 33-34

● 22-28

● 0-53

〇 26-12

● 7-14

〇 64-0

● 24-38

● 14-57

● 0-55

● 14-43

● 7-59

● 10-38

● 5-26

1 位

2 位

2 位

3 位

3 位

3 位

2 位

3 位

2012 年以降の市大成績と優勝校

市大

一橋

一橋

一橋

一橋

一橋

一橋

一橋 910



進
化
し
た
頭
脳
派
ラ
グ
ビ
ー

市大悲願のＢ復帰

CAPTAIN

背
中
で
語
る
男北條 佑介

2020 年度 主将

得
点
源
「
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
」
の
強
化
と
ハ
イ
ア
ッ
プ
デ
ィ
フ
ェ
ン
スチームの心臓

　　副将　一森亮佑

　

こ
ん
に
ち
は
！
ラ
グ
ビ
ー
部
マ
ガ
ジ
ン
を
読
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
月
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
全
体
練
習
も
で
き
な
い
中
、
個
人
で
自
主
練
動
画
を
上
げ

合
い
楽
し
み
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
し
ん
ど
い
受
験
を
終
え
、
大
学
生
活

を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
サ
ー
ク
ル
で
楽
し
ん
だ
り
、
思
い
っ
き
り
だ
ら
け
る
」。
も

ち
ろ
ん
良
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
僕
も
入
学
当
初
「
サ
ー
ク

ル
で
楽
し
む
ぞ
！
」
と
い
う
思
い
で
し
た
（
笑
）。
し
か
し
今

は
ラ
グ
ビ
ー
部
が
か
け
が
え
の
な
い
居
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
と
共
に
目
標
に
向
か
い
、
本
気
で
熱
中
す
る
こ
と

が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

　

仲
間
の
た
め
の
プ
レ
ー
が
重
視
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
知
れ
な
い
で
す
ね
。

何
か
に
打
ち
込
ん
で
み
る
の
も
良
い
で
す
よ
！
是
非
後
悔
な

い
大
学
生
活
を
送
る
た
め
の
選
択
を
し
て
く
だ
さ
い
！

1112

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
Ｂ

リ
ー
グ
復
帰
を
目
指
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

我
々
の
強
み
と
し
て
は
、
ま
ず
充
実
し
た
コ
ー
チ
陣
で
す
。
社
会
人
選
手
と
し
て
も

経
験
の
あ
る
コ
ー
チ
陣
４
名
に
よ
る
手
厚
い
指
導
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
練
習
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
僕
た
ち
が
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
がD

F

シ
ス

テ
ム
で
す
。
15
人
が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
前
に
出
な
が
ら
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
続
け
ま
す
。
ア
タ
ッ
ク
面

で
は
、
近
年
世
界
の
強
豪
国
も
取
り
入
れ
て
い
る
「
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ミ
ナ
が
必
要
で
難
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
効
率
的
な
得
点
と
相
手
を
翻
弄
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
い
ず
れ
も
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
す
が
、

部
員
同
士
仲
が
良
く
、
常
に
向
上
心
の
あ
る
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
体
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
頭
を
非
常
に
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日

本
代
表
の
よ
う
に
論
理
的
な
作
戦
を
立
て
る
こ
と
で
、
格
上
の
相
手
も
倒
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

心
身
共
に
磨
き
上
げ
ら
れ
る
、
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
た
な
ら
、

ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
く
だ
さ
い
！

後
悔
な
い

大
学
生
活
へ

の
選
択
を
し

ま
し
ょ
う
！



Rookies （新２回生）に
わ
か
で
も

　
　
　

経
験
者
で
も

期待の新人
野々原萌夏　　石坂生菜　　野川多聞　　西垣慶昭　　池内優太朗　　浅井優一　　西坂耀介　　清山峻輔　　森春乃

     
       高村恵理　　高橋一誠　　澤田優太　　相田圭祐　　後藤嵩陽　　冨岡鷹平　　大山明音　　芥子舞

大
学
生
活
を

　

ラ
グ
ビ
ー
と
共
に

Rookie of the Year

新人賞
攻守に活躍

新人賞にはチームのために常に体を
張り続けた池内優太朗が選出された。

13

ののはらもえか いしざかきな のがわたもん にしがきよしあき いけうちゆうたろう あさいゆういち にしざかようすけ きよやましゅんすけ もりはるの

たかむらえり たかはしいっせい さわだゆうた あいだけいすけ ごとうたかあき とみおかようへい おおやまあかね けしまい

(法 ) ( 商 ) ( 経済 ) ( 文 )

( 生科・居住 ) ( 工・バイオ )

( 法 ) ( 経済 ) ( 経済 )

( 理・生物 )( 経済 )( 経済 ) ( 経済 ) ( 法 )

( 工・機械工 )

( 工・機械工 )

( 理・化学 )
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今
年
も
期
待
の
新
人
が
数
多
く
入
部
し
て
き

た
。
例
年
に
は
な
い
数
の
多
さ
、
体
格
に
ス
ピ
ー

ド
を
持
つ
選
手
が
多
数
存
在
し
、
B
リ
ー
グ
復
帰

に
は
必
要
不
可
欠
と
な
る
期
待
の
新
世
代
だ
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
三
商
大
戦

優
勝
、
入
れ
替
え
戦
進
出
と
大
き
く
躍
進
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
先
輩
と
引
け
を
取
ら
な
い
力
量
を

発
揮
し
た
下
級
生
の
追
い
上
げ
が
こ
の
よ
う
な
良

い
戦
績
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
新
人
賞
を
獲

得
し
た
池
内
は
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
は
勿
論
の

事
、
一
回
生
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
面
で
も
類
稀
な
素
晴
ら
し
い
関
係
を
築

き
上
げ
て
く
れ
た
。
ス
ク
ラ
ム
を
引
っ
張
る
野
川
、

無
尽
蔵
に
駆
け
回
る
後
藤
、
ス
テ
ッ
プ
と
調
子
に

乗
り
や
す
い
冨
岡
な
ど
今
後
の
活
躍
に
期
待
で
き

る
選
手
も
多
々
存
在
し
て
い
る
。

　

経
験
者
だ
け
で
な
く
今
年
は
初
心
者
の
入
部
も

大
き
な
躍
進
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
違

う
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
各
々
ラ
グ
ビ
ー
に
魅
了
さ
れ

現
在
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
経
験
者
と

初
心
者
、
さ
ら
に
部
内
最
多
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

黄
金
世
代
の
可
能
性
を
秘
め
た
期
待
の
世
代
で
あ

る
。
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Staff
O
Ｎ
Ｅ   

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
!!

トレーナー

アナリスト

　

ト
レ
ー
ナ
ー
の
主
な
仕
事
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
怪
我
の
防

止
を
し
た
り
、
悪
化
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
の
テ
ー
ピ
ン

グ
や
、
怪
我
を
し
た
時
の
応
急
処
置
で
あ
る
。

　

最
初
は
怪
我
へ
の
対
応
に
戸
惑
っ
た
り
、
テ
ー
ピ
ン
グ

が
上
手
く
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
先
輩
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
し
、
選
手
も
で
き
る
ま
で
待
っ
て

く
れ
る
の
で
怖
が
ら
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
。

 

怪
我
の
対
処
法
に
つ
い
て
の
知
識
が
つ
き
、
将
来
に
も

役
立
つ
経
験
に
き
っ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　Trainer

Analyst　

ア
ナ
リ
ス
ト
の
主
な
仕
事
は
練
習
や
試
合
の
動
画
を
撮

る
こ
と
や
、
そ
の
練
習
や
試
合
の
デ
ー
タ
を
と
る
こ
と
で

あ
り
、
文
字
通
り
ラ
グ
ビ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

選
手
達
は
こ
の
動
画
を
見
て
反
省
点
を
見
つ
け
た
り
、

デ
ー
タ
を
見
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
た
り
す
る
。

　

幹
部
陣
や
コ
ー
チ
も
動
画
や
デ
ー
タ
を
参
考
に
チ
ー
ム

の
強
化
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
も
ア
ナ
リ
ス
ト
は
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
が
強
く

な
り
続
け
る
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
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プ
レ
イ
ヤ
ー
は
自
分
た
ち
だ
け
で
戦
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

私
た
ち
が
よ
り
快
適
に
、
よ
り
効
率
的
に
練
習
を
し
、
試
合
に
臨
む
た

め
に
は
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
怪
我
の
防
止
や
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
、
練
習
や
試
合
の
動
画
撮
影
、
体
重
や
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
数
値
管
理
と
い
っ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ラ
グ
ビ
ー
生
活
に
直
接
関
わ
る

も
の
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
会
計
管
理
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
やS

N
S

な

ど
の
広
報
活
動
な
ど
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
至
る
ま
で
幅
広
い
仕
事
を
こ
な
し

て
く
れ
て
い
る
。

　

昨
年
ま
で
は
役
割
を
明
確
に
分
け
ず
、
全
員
が
交
代
で
仕
事
に
当
た
っ

て
い
た
が
、
今
年
か
ら
は
効
率
化
の
た
め
ト
レ
ー
ナ
ー
と
ア
ナ
リ
ス
ト
と

い
う
役
職
を
作
る
と
い
う
新
た
な
試
み
に
出
た
。

　

わ
ざ
わ
ざ
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
く
、
自
分
で
運
動
が
し
た
い
、
面

倒
そ
う
な
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
や
る
な
ら
他
の
サ
ー
ク
ル
の
方
が
い
い
そ
う

思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
熱
く
充
実
し
た
大
学
生
活
、

部
員
同
士
の
絆
、
そ
し
て
何
よ
り
他
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
自
分
自
身
の
成
長
と
い
う
も
の
は
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。
実
際
に
「
正
直
、
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
試
合
に
勝
っ
た
り
、

良
い
プ
レ
ー
を
見
る
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
私
の
一
番
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
。」
と

4
年
生
ス
タ
ッ
フ
の
黒
部
C
T
S
は
語
る
。

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
、
コ
ー
チ
、
そ
し
て
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
１
つ
に
な
っ

て
戦
う
ま
さ
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
を
是
非
一
緒
に
作
っ
て
い
こ
う
！



市大を支える

頭脳

の秘密
大躍進

山岡　正典   Masanori Yamaoka

服部　淳　Jun Hattori 中川　晃一 Koichi Nakagawa

北島　裕也　Yuya Kitajima

シ
ス
テ
ム

　
　

構
築
の
要

私
た
ち
は

あ
く
ま
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
役17

①ヘッドコーチ

②神戸高校

③市大・商 S63 卒

④FB

①FWコーチ

②天王寺高校

③市大・経H3卒

④FL/HO

①BKコーチ

②膳所高校

③市大・経H13 卒

④CTB

①BKコーチ

②天理高校

③早稲田大学

④WTB

①役職
②出身高校
③出身大学
④現役時代のポジション

　

「
コ
ー
チ
陣
は
、
学
生
が

キ
ャ
プ
テ
ン
中
心
に
目
標
を

立
て
、
達
成
す
る
た
め
の
プ

ロ
セ
ス
を
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
学
生

が
目
標
達
成
し
た
時
は
、
自

分
の
事
の
よ
う
に
心
か
ら
喜

び
ま
す
し
、
感
動
し
ま
す
。

ま
た
学
生
か
ら
教
え
ら
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
、
コ
ー
チ

と
学
生
が
お
互
い
尊
重
し
な

が
ら
、
人
と
し
て
成
長
し
て

い
き
ま
す
。」
服
部
HC
は
こ
う

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ー
チ
陣
は

学
生
主
体
の
練
習
を
常
に
心

が
け
、
我
々
の
自
主
性
を
高

め
る
こ
と
で
人
間
と
し
て
の

成
長
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

て
い
る
。

　

同
時
に
コ
ー
チ
陣
は
市
大

ラ
グ
ビ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
の

要
で
あ
り
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー

部
が
勝
つ
た
め
の
準
備
に
全

力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
こ
の

C
リ
ー
グ
最
高
水
準
の
コ
ー

チ
陣
の
下
で
成
長
し
、
目
標

に
向
か
っ
て
4
年
間
駆
け
抜

け
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

高校生へ

大阪市立大学は、市立の大学で最も歴史が古く、
公立大学として最も規模が大きい大学です。8学
部を設置する総合大学であり、幅広い分野で学習
することができます。

入
試
情
報

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
大
学
選
び
は
成
績
依
存
度
が
大
き
い
。

特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
東
大
に
入
れ
る
実
力
が
あ
る
の
に
、

わ
ざ
わ
ざ
他
の
大
学
に
行
く
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
方
で
、
学
部
は
自
由
に
選
べ
る
。。
将
来
の
仕
事
に
直
結

し
な
い
に
し
て
も
、
人
生
で
大
き
な
舵
を
切
る
こ
と
に
違
い

は
な
い
。
セ
ン
タ
ー
試
験
が
な
く
な
り
、
入
試
制
度
は
変
わ

る
が
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
少
な
く

と
も
ど
こ
の
学
部
で
ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
は
知
っ
て
お

き
た
い
。

　

独
断
と
偏
見
で
、
市
大
８
学
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て

み
た
。
気
に
な
る
学
部
が
あ
っ
た
ら
と
に
か
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
。
ど
ん
な
勉
強
を

す
る
の
か
、
卒
業
後
は
ど
ん
な
道
が
あ
る
の
か
。
大
学
へ
の

第
一
歩
今
日
踏
み
出
せ
る
な
ら
、
今
日
踏
み
出
そ
う
。

市大 8学部の紹介
　　　：経営・会計・商業

　　　：経済・財政・金融

　　　：憲法・民法・刑法

　　　：文学・社会・哲学

　　　：物理・化学・数学

　　　：機械・電気・建築

　　　：医学・看護

　　　：栄養・居住・福祉

　　商学部

　経済学部

　　法学部

　　文学部

　　理学部

　　工学部

　　医学部

生活科学部

※ここに挙げたキーワードはほんの一部だし、
抽象的な言葉だ。それに理学部や工学部はさ
らに複数の学科に分かれる。また、農学部や
薬学部、教育学部、体育学部など市大にない
学科もある。
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3 回生プレイヤー3回生プレイヤー 4回生プレイヤー

①北條佑介 LO/№8
②190cm/95kg
③住吉→工・機械工
④新木優子

⑤今の日本でラグビーやらないとか遅れてるぞ！！

①一森亮佑 SH/SO
②177cm/80kg
③畝傍→法
④アイナ・ジ・エンド

⑤新入生の皆さん、入学おめでとう！ラグビーは、真剣に
　取り組むことで社会性や人間力も鍛えることができる
　素晴らしいスポーツです！
　初心者でも大歓迎なので、是非一度グラウンドに
　　　　　来てください！

①﨑山皓平 CTB/WTB
②171cm/80kg
③八尾→工・電情
④浜辺美波

⑤入学おめでとう！
　最高に熱い 4年間をラグビー部で過ごしませんか？
　ぜひ待ってます！！

①平田康樹 PR
②172cm/107kg
③愛知→法
④真木よう子

⑤初心者でも強くデカくなれます！みんなで楽しく強い男に
　なりましょう！

①岩木勇生 CTB/WTB
②176cm/81kg
③北摂三田→工・都市
④小松菜奈

⑤いま流行のラグビーに興味はありませんか？
　プレイヤー・マネージャー・トレーナー共に大学生活を
　充実させましょう！

①平井僚 LO/FL
②181cm/88kg
③畝傍→経済
④永野芽郁

⑤ラグビーは心も体も大きくさせてくれます！
　経験ある子も今までやったことない子もぜひ一度
　ラグビー部に顔出して下さい！一緒に大学生活を
　満喫しましょう (^^)

①徳田雄彦WTB/SO
②175cm/80kg
③三島→工・電情
④沢尻エリカ

⑤一緒に頑張りましょう

①寳田博貴 SH/WTB
②169cm/80kg
③宮崎大宮→経済
④山下耀子

⑤充実した大学生活を送ろう

①森本礼貴 FL/WTB
②170cm/71kg
③畝傍→工・バイオ
④橋本環奈

⑤新入生の皆さんご入学おめでとうございます。
　大学で何をしようかと迷っている皆さん、ぜひ一度
　ラグビー部に足を運んでみてください。

①大賀弘人 PR/HO
②168cm/80kg
③神戸→法
④永野芽郁

⑤新メンバーとしての意気込み：
　レギュラー獲得を目指してがんばります！

New Member!

①氏名 ポジション　②身長 /体重　③出身校→学部・学科　④好き芸　⑤ひとこと

�
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2 回生プレイヤー

①西垣慶昭 PR/LO
②174cm/89kg
③鳥羽→経済
④大地真央

①野川多聞HO/PR
②174cm/101kg
③関大第一→工・機械
④小島瑠璃子

①池内優太朗 LO
②180cm/93kg
③茨木→法
④広瀬すず

⑤ラグビーは最高に熱くなれるスポーツなので初心者の方もぜひ！

①澤田優太 PR
②168cm/92kg
③金沢泉丘→経済
④綾瀬はるか

⑤新入生の皆さん！ラグビー部に興味持ってくれてありがとう
　ございます (^^)　市大ラグビー部は初心者、経験者関係
　なく共に高みを目指していけるアツい人を待っています！！

①相田圭祐HO
②166cm/80kg
③四日市→法
④橋本環奈

⑤初心者も経験者も一緒に楽しくできるのがラグビーの魅力
　です！ラグビー部で充実した最高の大学生活を送りましょう！

①後藤嵩陽 FL
②173cm/78kg
③北摂三田→工・機械
④有村架純

⑤ぜひ一緒にラグビーを楽しみましょう !

①西坂耀介 CTB/WTB
②177cm/85kg
③広島城北→経済
④高畑充希

⑤一緒にムキムキになっちゃいましょう

①浅井優一 LO
②175cm/81kg
③向陽→文
④能年玲奈

⑤初心者の人も、大変ではありますが楽しくラグビー
　できます！ぜひ新歓来てください！！

①高橋一誠WTB/SH
②173cm/79kg
③新居浜西→経済
④三吉彩花

⑤僕も大学から始めましたが、とても楽しいスポーツで
　熱くなれます！

①冨岡鷹平WTB/FB
②172cm/80kg
③高槻→経済
④川口春奈

⑤ラグビーして大学生活を充実させましょう！

①氏名 ポジション　②身長 /体重　③出身校→学部・学科　④好き芸　⑤ひとこと

�

部員紹介
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①清山峻輔
②cm/1g
③畝傍→経済
④

院１プレイヤー

①山口浩輝 FL
②175cm/85kg
③千里→工・バイオ
④川口春奈

⑤学生としての最後の 4年間、ラグビー部で楽しい大学生活
　を送りませんか？大学生になって勉強が忙しくなるから
　部活は無理、なんて思っている人や初心者でも大丈夫！
　是非ラグビー部の新歓に来てみてください。

⑤ラグビー最高！

⑤ラグビーやったらハマること間違いなし !!!

①清山峻輔WTB
②172cm/70kg
③畝傍→経済
④本田翼

⑤大学で何もやることがないと思ったら一度ラグビー部に
　来てみて下さい。



2 回生チームスタッフ 4回生チームスタッフ

①黒部早紀
②
③畝傍→商
④三船敏郎

⑤明るくて愉快なメンバーです！

①伊藤有由
②
③宮崎大宮→商
④村上信五

⑤ラグビー部で楽しい大学生活を送りましょう (^^)

①糟谷文香
②
③大阪桐蔭→経済
④登坂広臣

⑤ラグビー部に入って充実した 4年間を一緒に過ごしましょう！！

①石坂生菜
②
③高津→商
④新田真剣佑

⑤毎日一緒にいても飽きないぐらいにみんな面白いので是非！
　マネージャー初めての人も大歓迎です！

①高村恵理
②
③高津→生科・居住
④小栗旬

⑤皆さんがラグビー部に来てくれるのを待ち望んでいます！
　ラグビー部に入って充実した大学生活を共に臨みましょう！
　

①野々原萌夏
②
③大手前→法
④竹内涼真

⑤ラグビー部は忙しいですが、ひとりひとりのモチベーション
　が高くとても有意義な学生生活が送れます！
　一緒にラグビー楽しみましょう！

①森春乃
②
③帝塚山→理・化学
④オンソンウ

⑤一緒に大学生活をラグビー部に捧げましょう !

①氏名 　②身長 /体重　③出身校→学部・学科　④好き芸　⑤ひとこと

�
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3回生チームスタッフ
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①芥子舞
②
③帝塚山→理・生物
④伊勢谷友介

①大山明音
②
③帝塚山→工・バイオ
④山﨑賢人

⑤大学生活をラグビー部で一緒に楽しみましょう！⑤ラグビー部ではマネージャー初心者でも先輩たちが一から
　丁寧に教えてくれます！
　少しでも興味があれば新歓に遊びに来てください！！



大学卒業後の

進路
卒部生の主な進路 そ

し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い
の
が

卒
業
後
の
進
路
だ
。
大
学
入
学
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
新

し
い
ス
タ
ー
ト
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
。

　

４
年
後
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
進
学
か
就
職
か
に
分

か
れ
る
が
、
資
格
取
得
や
大
学
院
進
学
を
考
え
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
先
の
就
職
に
つ
い
て
は
気
に
な
る

は
ず
だ
。
こ
こ
で
は
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
就
職
状
況

を
紹
介
し
た
い
。

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
就
職
状

況
は
非
常
に
良
い
。
左
に
卒
部
生
の
主
な
就
職
先
を
ま

と
め
た
。
文
系
の
総
合
職
、
理
系
の
技
術
職
と
も
に
有

名
企
業
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
理
由
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
市
大
自
体
の

評
価
が
高
い
。
次
に
、
一
般
的
に
ラ
グ
ビ
ー
部

の
評
価
が
と
て
も
高
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
市

大
ラ
グ
ビ
ー
部O

B
の
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　

就
職
で
は
い
ろ
い
ろ
迷
う
も
の
。
そ
ん
な
と

き
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
るO

B

が
た
く
さ
ん
い

る
の
も
、
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
魅
力
の
ひ
と
つ

だ
。と

こ
ろ
で
、
「
就
活
」
と
は
何
か
。
簡
単
に

説
明
し
て
お
こ
う
。

　

卒
業
後
は
企
業
で
働
き
た
い
と
考
え
た
と

き
、
入
試
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
無
数
に
あ
る
企
業
か
ら
、
興
味
の

あ
る
企
業
を
探
し
出
し
、
入
社
の
意
思
を
伝

え
、
試
験
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
う
。
実
際
は

も
っ
と
複
雑
だ
が
、
と
に
か
く
一
人
で
動
く

こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
選
ぶ
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
よ

う
。
就
活
が
で
き
る
だ
け
の
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
学
生
時
代
の
頑
張
り
が
気
に
な

る
。
そ
れ
は
、
入
社
後
の
頑
張
り
な
り
、
考

え
方
に
反
映
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
体
育
会
に
所
属
し
て
い
た
だ

け
で
就
職
が
う
ま
く
い
く
ほ
ど
世
の
中
甘
く

な
い
。
時
に
は
反
発
も
し
な
が
ら
、
勝
利
の

た
め
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
共
に
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
魅
力
あ
る
人
間
に
成

長
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

26 25

商社(伊藤忠商事、三菱商事、三井物産、etc)

金融(日本銀行、三井住友銀行、三井住友信託銀

行、三菱UFJ銀行、みずほ銀行、etc)

エネルギー(大阪ガス、関西電力、etc)

メーカー(トヨタ自動車、旭化成ホームズ、イシ

ダ)

メディア（日本経済新聞、etc)

不動産(フジ住宅、阪急阪神不動産、etc）

交通（JR、京阪電鉄)

ゼネコン（大林組)

進学（理系大学院)

その他(JICA、日本IBM、大阪府警、大学教授、医

者)

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

ラ
グ
ビ
ー
部
の
１
年
は
３
月
に
始
ま
る
。
3
月

頭
か
ら
市
大
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
春
合
宿
が
行
わ
れ

る
。
６
月
に
は
旧
商
大
（
市
大
、
神
戸
、
一
橋
）

間
で
行
わ
れ
る
三
商
大
戦
（
神
戸
戦
）
と
い
う
定

期
戦
が
あ
る
。
８
月
に
は
長
野
の
菅
平
高
原
で
の

合
宿
を
行
い
、
メ
イ
ン
の
大
会
で
あ
る
リ
ー
グ
戦

に
臨
む
。
１
２
月
末
に
は
三
商
大
戦
（
一
橋
戦
）

が
行
わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
る
。
各
定
期

試
験
の
前
は
オ
フ
で
、
夏
は
海
へ
入
っ
た
り
、
３

ヶ
月
間
の
冬
の
長
期
オ
フ
で
は
海
外
旅
行
も
可
能

だ
。
こ
の
期
間
に
各
回
生
ご
と
に
旅
行
を
行
く
の

が
ラ
グ
ビ
ー
部
の
恒
例
行
事
で
あ
る
。
充
実
し
た

１
年
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

練
習
時
間

　

活
動
は
基
本
的
に
週
５
回
行
っ
て
い
る
。
平
日

の
練
習
は
４
限
後
の
17
時
半
か
ら
で
、
火
曜
だ
け

は
１
限
前
の
７
時
２
０
分
か
ら
だ
。
土
曜
日
は
9

時
か
ら
だ
。
日
曜
日
は
試
合
が
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
。
授
業
や
バ
イ
ト
で
忙
し
い
学
生
ば
か
り
な

の
で
、
全
体
練
習
は
２
時
間
を
目
処
に
し
て
い
る
。

練
習
後
に
バ
イ
ト
へ
向
か
う
部
員
も
多
く
、
時
間

的
に
も
十
分
可
能
だ
。
常
に
試
合
に
つ
な
が
る
課

題
を
意
識
し
て
、
頭
を
使
っ
て
濃
密
で
効
率
的
な

練
習
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

　

夏
の
間
は
、
活
動
の
ペ
ー
ス
は
そ
の
ま
ま
、
毎

回
午
前
中
に
練
習
を
し
て
い
る
。
午
後
は
十
分
な

時
間
が
あ
る
の
で
ア
ル
バ
イ
ト
や
資
格
の
勉
強
な

ど
も
可
能
だ
。

月 火 水 木 金 土 日

一週間の例（学校のあるとき）

OFF OFF
練９～１１

or

試合

練９～１１

練 1７:30

～

19:30

練 1７:30

～

19:30

練７:20

～

8:30

シ
ー
ズ
ン
イ
ン

１月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（オフ） （長期オフ）

府大戦 三商戦

夏
合
宿

春季オープン戦 リーグ戦

前
期
試
験

後
期
試
験前期授業期間

入
替
戦

後期授業期間夏季休業

＊３年に１度東京遠征
三商戦



3 回生マネージャー

創
部
１
０
０
年
の
遺
伝
子

OB
会
広
報　

杉
本
敬
一
氏　

(

昭
和
62
年
卒)

↑ラグビー部創設者八木文之助

 

〈ア
ジ
ア
初
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
〉

　

２
０
１
９
年
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
第
９
回
）
が
日
本
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
入
場
者
総
数
１
７
０
万
人
。
テ
レ
ビ
視
聴
者
数
は
日
本
代
表
戦
に
限
っ

て
も
８
７
０
０
万
人
と
開
催
国
の
日
本
は
勿
論
の
こ
と
世
界
中
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
や
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
に
も
大
き
な
驚
き
と
称
賛
を
も
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

〈大
会
前
の
懸
念
〉

　

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
競
技
発
祥
国
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
し
た
英

連
邦
と
、
そ
の
加
盟
国
で
あ
っ
た
NZ
、
豪
州
、
南
ア
、
そ
し
て
欧
州
大
陸
側
の
強
国
フ
ラ
ン
ス
を

持
ち
廻
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
は
初
め
て
そ
れ
ら
地
域
以
外
で
開
催
さ
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
五
輪
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
次

ぐ
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
大
会
期
間
中
、
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
周
知
に
至
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
ス
ポ
ー
ツ“

ビ
ジ
ネ
ス”
と
し
て
の
大
会
の
成
否
は
大
会
前
に
は
た
い

へ
ん
懸
念
さ
れ
る
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
こ
の
大
会
前
の
開
催
国
日
本
で
の
大
会
に
関
す
る

認
知
度
は
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
前
の
２
０
１
８
年
１
２
月
時
点
で
は
５
０
％
台
後
半
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
以
外
の
国
々
か
ら
の
応
募
が
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

始
め
た
２
０
１
８
年
９
月
に
約
７
０
％
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、“
体
感”

と
し
て
は
大
会
直
前

の
夏
に
行
わ
れ
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
で
、
日
本
代
表
が
世
界
ラ
ン
ク
上
位
の

フ
ィ
ジ
ー
に
完
勝
を
収
め
る
ま
で
決
し
て
、
そ
の
位
置
付
け
ま
で
含
め
た
深
部
ま
で
認
知
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
開
催
国
に
お
け
る
ラ
グ
ビ
ー
へ
の

関
心
は
近
年
特
に
若
い
人
た
ち
の
間
で
は
、
逆
に“

マ
イ
ナ
ー”

競
技
と
し
て
の
認
知
と
し
て
あ

り
、
大
会
関
係
者
の
不
安
も
納
得
の
い
く
も
の
で
し
た
。

　

<

大
学
ク
ラ
ブ
の
役
割
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
認
知
度
、
人
気
度
と
し
て
は
長
ら
く
低
迷
に
喘
い
で
き
た
日
本
ラ
グ
ビ
ー

で
す
が
１
９
８
０
～
９
０
年
代
に
は
特
に

関
東
の
早
慶
明
、
関
西
の
同
志
社
・
京
産

大
・
大
体
大
な
ど
の
大
学
生
の
試
合
、
そ

し
て
そ
の
大
学
時
代
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち

を
擁
し
た
神
戸
製
鋼
な
ど
の
試
合
は
多
く

の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に
関
東
の

早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
の
ぶ
つ
か
る
早

明
戦
は
徹
夜
で
チ
ケ
ッ
ト
入
手
に
奔
走
す

る
ほ
ど
の
プ
ラ
チ
ナ
カ
ー
ド
で
し
た
。

↓第一回卒業生

（
旧
国
立
競
技
場
の
観
客
動
員
数
の
最
多
記
録
は
先
の
東
京
五
輪
開
・
閉
会
式
を
除
い
て
は
１
９

８
２
年
１
２
月
の
ラ
グ
ビ
ー
関
東
大
学
対
抗
戦
の
早
明
戦
で
す
。）
そ
の
時
代
の
活
況
は
個
々
の

大
学
に
個
性
的
な
人
気
選
手
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

各
地
の
大
学
ク
ラ
ブ
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
発
祥
、
発
展
、
そ
し
て
継
承
を
支
え
て
き
た
こ
と
と

無
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

〈日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
黎
明
と
関
西
ラ
グ
ビ
ー
〉

　

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
は
１
８
９
９
年
（
明
治
３
２
年
）
慶
応
義
塾
大
学
の
E
・
B
・
ク
ラ
ー
ク

教
授
に
よ
っ
て
同
校
塾
生
に
指
導
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
発
祥
で
す
。
そ
の
後
長
ら
く
日
本
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
１
９
１
０
年
に
旧
制

高
等
学
校
（
三
高
）、
１
９
１
１
年
に
同
志
社
大
学
に
ラ
グ

ビ
ー
部
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
以
降
、
同
志
社
中
学
や
京

都
一
中
、
京
都
一
商
な
ど
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
慶
応
大
学
で
の
創
部
以
降
の
黎
明

期
に
お
い
て
は
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
は
関
西
、
特
に
京
都
を

中
心
に
発
展
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

〈大
阪
に
初
め
て
誕
生
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
〉

　

現
在
の
大
阪
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
連
な
る
学
生
ク

ラ
ブ
は
、
市
立
大
阪
高
等
商
業
学
校
（
大
阪
高
商
）
に
お

い
て
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
に
創
部
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
設
立
は
早
稲
田
大
学
（
１
９
１
８
年
）
に
遅
れ
る
こ

と
僅
か
２
年
、
東
京
帝
大
（
１
９
２
１
年
）、
明
治
大
学
（
１

９
２
３
年
）
の
部
創
設
よ
り
も
ひ
と
足
早
く
、
日
本
に
お

け
る
最
古
の
大
学
ク
ラ
ブ
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。
こ
の

大
阪
高
商
ラ
グ
ビ
ー
部
は
先
述
し
た
京
都
一
商
ラ
グ
ビ
ー

部
の
創
部
に
関
わ
っ
た
八
木
文
之
助
が
卒
業
後
に
進
学
し

た
南
区
天
王
寺
烏
ヶ
辻
（
当
時
）
の
大
阪
高
商
に
て
、
同
じ
く
京
都
一
商
出
身
の
藤
野
嘉
蔵
（
後

に
東
京
商
科
大
学
＝
現
在
の
一
橋
大
学
＝
ラ
グ
ビ
ー
部
を
創
設
。
関
東
協
会
理
事
も
務
め
る
。）、

波
多
野
喜
一
、
岡
本
繁
三
郎
ら
と
創
部
し
た
も
の
で
す
。
明
治
・
大
正
期
に
ラ
グ
ビ
ー
界
で
活

躍
し
た
田
辺
九
萬
三
氏
（
慶
応
大
学
）
に
よ
る
寄
稿
『
私
と
ラ
グ
ビ
ー
』（
１
９
４
９
年
発
刊
「
月

刊
ラ
グ
ビ
ー
」）
に
『
こ
れ
は
大
阪
の
学
校
で
初
め
て
生
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
部
』
で
あ
り
『
桃
谷

の
大
阪
高
商
は
あ
た
か
も
関
西
ラ
グ
ビ
ー
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
で
あ
っ
た
』
と
の
記
述

が
あ
る
よ
う
に
、
黎
明
期
の
関
西
ラ
グ
ビ
ー
ひ
い
て
は
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
礎
を
築
く
役
割
の
一

端
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
寄
稿
文
に
は
『
創
立
当
時
の
技
術
を
マ
ス

タ
ー
し
て
な
か
な
か
纏
ま
っ
た
チ
ー
ム
と
な
り
プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
日
本
に
来
ら
れ

↑大正 14 年卒業式

た
時
に
は
、
そ
の
乗
艦
で
あ
る
レ
ナ
ウ
ン
号
の
乗
組
員
と
試
合
を
し
た
。』
と
の
記
述
も
あ
り
、

当
時
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
国
際
交
流
の
機
会
も
与
え
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
確
認
出
来
る
当
時
の
記
録
で
は
、
創
部
翌
年
の
１
９
２
１
年
（
大
正
１
０
年
）
に
三

高
と
対
戦
。
０-

４
７
と
敗
れ
る
も
、
翌
年
に
出
場
し
た
全
国
高
専
大
会
で
決
勝
に
進
出
、
再
び

三
高
に
対
す
る
も
０-

３
で
惜
敗
。
ま
た
そ
の
翌
年
の
１
９
１
２
年
に
は
、
大
阪
で
開
か
れ
た
第

６
回
極
東
選
手
権
競
技
大
会
（
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
に
も
参
加
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
創
部
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
創
設
者
と
し
て
伝
わ
る
八
木
文
之
助
は

後
に
従
軍
し
た
際
、
軍
医
の
外
科
手
術
の
失
敗
に
よ
り
夭
折
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
執
刀
ミ

ス
を
知
っ
て
い
な
が
ら
最
期
ま
で
そ
れ
を
責
め
る
こ
と
無
く
、
自
身
の
死
を
受
け
入
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
勢
は
ま
さ
に
ク
ラ
ブ
の
部
歌
の
一
節
（
部
歌
（
１
）T

h
ou

g
h
 th

e ref b
e

rig
h
t or w

ron
g
, W

e w
ill w

in
 or g

o d
ow

n
 fig

h
tin

g
 

to th
e en

d
.

）
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
大
阪

市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
ク
ラ
ブ
理
念
の
柱
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
姿
勢
は
か
つ
て“

八
木
精

神”

と
い
う
言
葉
で
広
く
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
の
間

に
知
ら
れ
た
様
で
、
ラ
グ
ビ
ー
関
係
の
史
料
に
あ
た
る
と

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

点
か
ら
も
当
ラ
グ
ビ
ー
部
は
黎
明
期
の
関
西
・
日
本
ラ
グ

ビ
ー
の
発
展
初
期
段
階
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
す
。

 

〈大
阪
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
の
活
動
〉

　

総
合
大
学
と
し
て
の
大
阪
市
立
大
学
は
１
９
４
９
年

（
昭
和
２
４
年
）
に
開
設
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
大

阪
商
科
大
学
（
昭
和
３
年
に
大
阪
高
商
よ
り
改
称
）
ラ
グ

ビ
ー
部
は
大
阪
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和

３
０
年
代
に
は
同
志
社
、
関
学
、
立
命
、
天
理
等
、
現
在
も
強
豪
と
し
て
名
を
連
ね
る
各
校
と
は

定
期
戦
的
に
毎
年
ゲ
ー
ム
は
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
西
大
学
ラ
グ
ビ
ー
が
リ
ー
グ
制
と
な
っ

た
１
９
６
２
年
（
昭
和
３
７
年
）、
大
阪
市
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
B
リ
ー
グ
（
１
０
校
）
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
り
、
初
年
度
は
大
経
大
と
の
同
率
３
位
で
終
え
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
B
或
い
は
C
リ
ー
グ
の
時
代
が
続
き
ま
す
が
、
１
９
８
４
年
（
昭
和
５
９
年
）
B
リ
ー

グ
準
優
勝
と
な
り
A
リ
ー
グ
７
位
の
近
畿
大
学
と
入
れ
替
え
戦
を
戦
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
昇
格

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
数
シ
ー
ズ
ン
の
B
リ
ー
グ
で
の
戦
績
は
安
定
的
に
上

位
に
位
置
し
、
学
生
主
体
で
活
動
を
し
て
い
る
公
立
大
学
な
が
ら
一
定
の
戦
力
を
保
つ
こ
と
が
出

来
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
数
シ
ー
ズ
ン
の
C
リ
ー
グ
時
代
も
経
な
が
ら
、
１
９

９
３
年
～
１
９
９
４
年
の
２
シ
ー
ズ
ン
は
当
時
、
日
本
の
大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
を
牽
引
す
る
勢
力

↓昭和 23 年 10 月 24 日、 対同志社 (0-40) 負 ( 於西宮第１グラウンド )

で
も
あ
っ
た
同
志
社
大
学
や
京
産
大
も
属
す
る
念
願
の
関
西
大
学A

リ
ー
グ
で
戦
い
ま
す
。
こ

の
２
シ
ー
ズ
ン
は
結
局
１
勝
も
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
部
員
の
獲
得

に
さ
え
苦
労
す
る
よ
う
な
公
立
大
学
のA
リ
ー
グ
で
の
戦
い
は
ク
ラ
ブ
のO

B

は
も
と
よ
り
、
他

の
国
公
立
大
学
で
日
々
切
磋
琢
磨
す
る
学
生
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

〈創
部
時
か
ら
受
け
継
が
れ
る
存
在
意
義
〉

　

現
在
の
大
阪
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
そ
れ
で
も
や
は
り
「
関
西
国
公
立
最
強
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
A
リ
ー
グ
は
も
と
よ
り
、
B
、
C
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
大
学
挙
げ
て
の
後
押

わ
ら
ず
に
営
々
と
続
い
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
繋
い
で
き
た
諸
先
輩
方

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
そ
の
歴
史
を
紡
ぐ
主
役
と
な
る
の
が
新
入
生
の
皆
さ

ん
で
す
。
経
験
者
、
未
経
験
者
を
問
い
ま
せ
ん
。
様
々
な
場
面
で
、
誰
に
で
も
活
躍
の
可
能
性
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
こ
の
ク
ラ
ブ
の
創
部
以
来
の
遺
伝
子
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
了
）

し
で
の
強
豪
高
校
か
ら
の
部
員
や
留
学
生
の
獲
得
に
よ
る
戦

力
強
化
を
図
る
私
学
勢
と
伍
し
て
戦
え
る
集
団
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
専
属
の
フ
ル
タ
イ
ム
コ
ー
チ
は
居
ま
せ

ん
。
普
段
は
授
業
を
終
え
た
後
、
或
い
は
授
業
前
に
キ
ャ
プ

テ
ン
を
中
心
と
し
た
学
生
幹
部
が
主
体
と
な
り
練
習
に
励
み

ま
す
。
練
習
内
容
や
ゲ
ー
ム
の
戦
略
、
戦
術
な
ど
は
、O

B

や
そ
の
関
連
す
る
有
志
の
方
々
が
手
弁
当
で
し
か
も
毎
週

末
、
自
身
の
私
生
活
を
あ
る
種
犠
牲
に
し
て
学
生
た
ち
と
時

間
を
共
に
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
そ
の
行
き
方
は
１
０
０
年
前
に
烏
ヶ
辻
に

産
声
を
上
げ
た
創
部
当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
か

と
思
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
当
時
の
そ
の
ク
ラ
ブ
が
、
黎
明

期
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
を
支
え
た
礎
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
関
西

ラ
グ
ビ
ー
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
』
よ
う
に
、
こ
の

行
き
方
に
こ
そ
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
だ
と

い
う
確
信
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
か
ら
先
の

１
０
年
、
２
０
年
、
５
０
年
、
１
０
０
年
も
こ
れ
ま
で
と
変

28
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　　　　部歌三
生駒おろしに冬来たりなば

城南健児の血汐は燃ゆる
　　　　血汐は燃ゆる

大和の流れは吹雪の凍れど

　球蹴る我等の熱にぞ融ける
　　　　　　熱にぞ融ける

粉雪さなかに球取り走る

気概は之ぞ武士道の意気
　　　　武士道の意気

　　　　大阪商大ラグビー

　　　　大阪商大ラグビー

　　  部歌二
  烏が丘に秋立ちて

  生駒紅葉に映ゆる時

あゝラガーの血は萌えて

  黒雨白雪思う時

   あゝ緑烏の気は奮い

   仇敵脳裡に往来し

   備えの鍛錬尚熟す

　　　　           部歌一
            On the football field we stand

          Neath the goalpost tall and grand

          Ever ready at the call to do or die

          Though the foe be twice as strong

          Though the ref be right or wrong

      We will win or go down fighting to the end.

                       (Refrain)

         Down,down,down the scrum is forming

           Shove,shove,shove the ball is out.

Every one is on the move so it’s now the time to prove

       Shodai’ll win or go down fighting to the end.
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	9~10.三商戦のコピー
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